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朝 来 市 

提 出 日 令和６年１月１０日 

問合せ先 
担当部署：デジタル戦略課 

電話：079-666-8115 

担 当 者 
課長：世木 敬史 

担当：中屋 昌章 

件名 オープンデータの推進 及び カタログサイトの開設 について 

   

朝来市では、市が保有する情報をデジタル化し利用が許可されたオープンデータという形で

の公開を推進します。 

この度、本市のオープンデータの利活用・促進を目的として、オープンデータ掲載等の専用

サイトである「BODIK ODCS」に参加し、朝来市オープンデータカタログサイトの運用を開始し

ます。 

公開するオープンデータについては、対応可能なものから順次公開していきます。 

 

オープンデータ推進の意義・目的 

行政の透明性・信頼性の向上 

市民参加、官民協働の促進 

新事業の創出、地域経済の活性化 

庁内業務の高度化・効率化 

 

オープンデータカタログサイト 

   https://odcs.bodik.jp/282251/ 

 

開設時に掲載するオープンデータ 

   地区別年齢別人口、指定緊急避難場所一覧、子育て施設一覧 等 

   （自治体標準データセットの基本に順次拡大していきます） 

 

 

「オープンデータ」とは 

国、地方公共団体及び事業者が保有する官民データのうち、国民誰もがインターネット等を通
じて容易に利用（加工、編集、再配布等）できるよう、「機械判読に適したデータ形式」で、「営
利目的、非営利目的を問わず二次利用が可能な利用ルール」のもと公開された「無償で利用可能」
なデータを指します。       ※従来の情報公開とは異なります。 

 

BODIK ODCSとは 

公益財団法人九州先端科学技術研究所が提供する、地方自治体がオープンデータを公開するた

めのデータカタログサイトです。朝来市以外にも、全国的に様々な自治体が利用しています。 

 

 

https://odcs.bodik.jp/282251/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   開設時に公開するもの 

 


